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第 1章緒言及び文献  
腸内菌叢の意義については，数多の先人によって微に入り細に亘って研究された所である
が，未だ不明の点が少くなく，根本的な解明は得られていなし、。然しながら，健康人叉は健康
動物の正常腸内菌叢が，健全なる腸消化機能の重要な要素の一つで、あり，常に調節され乍ら大
体に於て一定の均衡を保持しており，その動態は生活環境就中食餌の種類や組成によるもので
あることは既に広く認められてしる。即ち自由生活をなす一般生物に於ては，夫々の生活環境
殊に食餌の種類に応じた腸内菌叢を有してその健康を得ているのである O 然し生物の中でも甚
だ特殊な生活環境を有するものに，腸管内寄生虫がある O これは宿主たる動物の消化管内に棲
息し， 'その腸管内容を食餌としているのであるが，宿主の腸内容には宿主の腸内細菌が多数荏
在し，いはば宿主の腸内菌叢の中で生活し，腸内細菌を摂取しているのである O この点から腸
管内寄生虫の腸内菌叢は極めて特異的であり，これを究明し，宿主のそれと比較検討すること
は，腸内菌叢の意義の解決上一つの重要な課題であり，旦これ叉不明の点の多い腸管内寄生虫
の栄養生理の解明にも寄与する所があると d思われる O こえに於て著者は，恩師谷川教授の命に
依り，教室多年の課題たる腸内細菌の研究の一環として，刺虫の腸内細菌を採り上げ，豚鯛虫
及び人蜘虫について好気性，嫌気J陛の両培養によって，その分布状態を探り，夫々の宿主の腸
内細菌，糞便細菌との関係につL、ても検索を加えたので，こ斗にその大略を報告する次第であ
るO
文献を渉猟するに，腸管内寄生虫の腸内細菌に関するもの比較的少し下記数民の報告を見
るのみである。先ず 1907年 Weinbergは馬の Sclerostonum(Strongyl us)について実験
を行ひ， 97隻の腸内容から 33隻に細菌の在在を認め， 更にその後の追誌によってこれを確認
し， Sclerostonumよりも Ascarisにはより多くの細菌が在在するであろうと述べた。 1932
年江渡氏は豚自国虫について，その体腔液及び腸内容につき細菌学的検索を加え，体腔液は好気
的にも嫌気的にも無菌状態であるとし， 腸内細菌に関しては大腸菌群に属するものを検出し
て，その♂生物学的d陛状につL、て報告した。 1933年 H.C. Liは寄生嬬虫類の各種について，腸
内に宿主の局所における大腸菌属と一致する細菌を認めたと報告した。 1940年，村上・朝限両
氏は豚畑虫の腸内容及び腸内被に対して，組織学的，顕微鏡的検査を行い，消化管内容に大腸
菌らしき梓菌と，球菌らしきものの存在を認め，食道に於ては新鮮時には少数乍ら存在するが
飼養によって消失し，腸管に於ては，新鮮時比較的多数存在し飼養によって著しく増加するを
認めたと報告した。 1940年から 1942年に豆って武部氏は，先ず豚虫回虫の腸内細菌と，腸食道
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浸出液の殺菌d佳について実験を行い，虫回虫腸内細菌は寄生局所附近の豚小腸内細菌と種類及び
多寡に於て殆んど一致しており，その数は少いこと，虫回虫食道浸出液に殺菌性物質を認めたが，
腸管浸出液には認めなかった旨報告し，引続き同氏は，豚銅虫の腸内細菌，殊に寄生局所の腸
内細菌との関係について詳細な実験を行い，好気佐，嫌気性菌共に極めて少数であること，姻
虫の菌種は宿主のそれと同種であり，細菌濃度は無関係旦少数であること，偏性嫌気性菌は所
謂 Bacteroidesであってその数は甚だ少いこと等を報告したが，菌種の追及やその分布状態
については特に触れなかった。 1942年酒井氏は嗣虫体内の病原菌の検索を行い，赤痢患者排出
の姻虫 21隻中 16隻より赤痢菌を，チフス・バラチフスの患者よりの虫IHI虫 14隻中 10隻に於て
病原菌を証明したと発表し，叉 1950年 D./Fairbairn，同年 w.Epps，1954年門多氏等は，
姻虫の体外飼育に於て飼養液に各種抗生物質を添加して，その無菌化を誌み何れも成功したと
報告した。姻虫の腸内細菌に関する主なる文献は以上に尽き， 他は 2-，3の簡単な報告例を見
るに過ぎなし、。人及び各種動物の腸内細菌に関する文献は膨大な数に上り，殊に当教室諸先輩
の業韻が少くなし、。著者は広くそれ等を参考とし，実験方法や分類法等は拠る所大であるが，
本研究の主眼と離れるので記載を省略するO
第 2章実験材料 
豚岨虫は，屠場より加温生理的食塩水に入れて実
験室に持参し，直ちに，或は 370C勝卵器に漸時
(3時間以内〉飼養した後に実験に供した。何れも体
表に損傷なく，運動活穣なるもののみを撰んで使用
した。夫々宿主を異にする 25隻の豚姻虫を使用し
たが， その内雌虫が22隻，堆虫が3隻，体長は最
も大なるもの 35cm，最少は 14cm，平均 25.7cm 
で、あった。姻虫の消化管は，大別して食道，中腸，
終腸め三つに分けられるが，その大部分は中腸であ
って，体壁から遊離して生殖器が巻曲する聞を殆ん
ど真直に走っており，その前後は夫々休壁に密着す
る食道及び終腸に接続してし、る。然しこの三者の問
には肉眼的に判然たる区劃がなく，叉木実験の目的
から消化管を途中で切断することを避けるべきであ
るのに，食道及び終腸は体壁に密着し，且つ脆弱で
これを切断せずに完全に，遊離せしめることは，かな
り困難であるので，本実験に於ては自然の状態で体
腔に遊離している所謂中腸と思はれる部分のみを摘
出して，これについて実験を行った。豚姻虫の腸管
重量は， 最大214mg，最小 95mg，平均 166.4mg
であった。
ム宿主豚の小腸内容は，畑虫を採取した寄生部位附 
近の小腸を 30--40cmの長さだけ，聞かずにそのま
ふ切断し滅菌シャーレに入れて持帰り，小腸外側を
酒精綿でよく清拭した後，雑菌の混入を防ぎつ L採
取小腸の中央部を切開して内容を採取した。命 2~
3の例では，屠殺人により小腸を聞かれた後，寄生
局所附近で可及的汚染されない腸内容を，被菌スプ
一ンにて減菌シャーレに採取して実験に供した。豚 
蜘虫の寄生部位は空腸叉は廻腸土部であり，小腸内
容はその部，位により，或は食餌の種類の相違によつ
て，その性状が甚だ異り，乳白色及至寅褐色の粥状
粘液状のものが最も多し、が，糞状をなすもの，赤褐
色の植物線維状のもの， 或は液体状のものも見ら
れ，その充満度も不定であった。 pHは5.4--6広平
均 6.3で、あった。
人畑虫は，千葉大学附属病院入院患者，船橋市渡
辺病院入院患者，船橋市湊町小学校児童，並びに薯
者近辺の患者，健康者から排出したもので，一例の
吐出したものを除き全部サシトニン服用後糞便中に・
排出したものを使用した。向 2，3の Penicillin少
量使用者を除いて，特に最近抗生物質を使用したも
ののないことを確めた。姻虫は排出後直ちに，予め
本人叉は看護婦等に渡しておし、た生理的食塩水に入
れて持参せしめ，直ちに，或は漸時飼養の後実験に
供した。全て生存を確めてから使用したが，排出後
実験迄に相当時間を経過したものがあり，豚姻虫に
比してや L運動の鈍いものが多かった。宿主を異
U --1-' ~ 1 -.1 - '-0 
にする 20隻の人姻虫を得たが，雌虫 15隻，雄虫 5
隻，体長は最大 32cm，最小 16cm，平均 24.7cm 
腸管重量は平均 140.1mgであった。
宿主人糞便は，上記入姻虫を保有していた人の新
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鮮糞便を，誠菌シャーレ或は滅菌しなし、容器に採ら 'かったo Zeissler 培地では， 5~7 日間培養した後，
しめ，その中央部の可及的汚染されない部分を採取 衆落の観察計数及び代表的来落の塗抹標本の作製と
実験に供した。この糞便は全部回形使で，下拝n使や Leber司 Leberboui1lonへの菌株の分離を行い， 克
特にゆるい軟便はなかった。実験に際して pHを測 に同時に 2枚宛の Zeissler lt5地に車軸状に塗布
定したが 5.8~6.6，平均 6.3 で‘あった。 し，ユ枚を好気性に， イ也を再び嫌気性に培養して，
第 3章実験方法‘ その菌株が偏性嫌気性菌であるか適性嫌気性菌であ
豚畑虫，人虫回虫共に飼養液より取出し，滅菌生理 るかを決定した。
的食塩水で丁寧に反覆洗糠した後，酒精綿にて清拭 第 4章実験成績
じ，体表に附着している宿主の腸内細菌や雑菌の混 第 1節畑虫腸内菌叢の総菌数につし、て
入するのを極力防止するにつとめた。後これをクレ 豚胸虫の腸管を培養した結果各種の培地上に生じ 
•./.-ノL石鹸液，酒精及び火焔にて誠菌した解剖台に た来落の総数を第 1去に示した。平均値について見
とり，誠菌したメス，ピンセットを用いて腸管を切 ると，好気培養では原液が 257;4， 10倍稀釈が 52.7，
断しないよう注意してこれを摘出して，直ちに滅菌 100倍稀釈が6.8であり，嫌気培養では原液が413.3，
容器に入れて秤量した後，減菌乳鉢にて圧挫して乳 10倍稀釈が 66.4，100倍稀釈が 12.2で、あった。好気
醸状とな L，これに腸管重量の 5倍量の滅菌生理的 培養と嫌気培養とを比較すると，両者にさしたる相
食塩水を加え減菌遠沈管にて軽く遠心沈澱を行い， 違がなく嫌気培養の来落数が若干多い程度である
得たる上清をもって原液とした。更に波菌生理的食 が，これは後に述べるが，侃性嫌気性菌が比較的少
塩水にて 10倍， 100倍の稀釈液を作り，各々を 2% く，適性嫌気性菌が半数以上を占めていることを示・
葡萄糖寒天平板培地(以下糖入培地と略ナ。)， Zei- している。この来落数から逆算してg!lil虫腸内容単位 
ssler氏血液葡萄糖寒天平板培地(以下 Zeissler培 当りの総菌数を概算するのであるが，突験材料とし
地と略す。〉及び EMB寒天平板培地 (EMB培地 て腸内容のみを採取し得て，これを稀釈培養したな
と略す。〉の 3枚の培地に， 生理的食塩水をもって らば，相当正確に追及し得るのであるが，畑虫腸管 
1.5mgのー定した白金耳にて， 1oseづつをとり， が非常に繊細且脆弱である為，これを切開して内容
コユ/ラーヂ棒にて均等に塗布した。 のみを完全にとり出すことは，実験過程の上で甚だ
豚小腸内容は，減菌容器に大略 150mgを採り秤 しく煩雑であり，叉雑菌混入の上からも正確を期し
量した後， 5 ccの減菌生理的食塩水中に投じ， 難し、ので，止むなく腸管をそのま L圧挫する方法を 
emulsionとなし， これを原液として更に 10倍， とり，何回かの予備突験によって腸内容の重量は， 
100倍の稀釈放・を作り，同様に 3種類の培地に塗布， 全腸管重量の約 13であることを知り得たので，こ
培養を行った。 れを加算することによってその総菌数を計算した。
人糞イ更は，滅菌容器に 1白金耳を採り秤量した後 即ち豚畑虫腸内容 1mg当りの総菌数は好気培養で 
5 ccの滅菌生理的食塩水rj'lに入れ， emulsionとな 約 6000，嫌気培養で約 9000であった。
し，更に 10 f'l?i，100倍の稀釈液を作り同様の培養を 同時に行った夫々の宿主たるj践の，寄生局所小腸
行った。 内容の各培養成績は第 2表に示した。平均来落数は
旬、上の各材料につき， 3枚宛 3種類の培地に培養 好気培養に於て原液 787.0，10倍稀釈が 126.0，100 
試験をしたが，糖入培地及び EMB培地は 370 C贈 倍稀釈が 26.3であり，嫌気培養に於ては，原液が
卵器にて 48時間好気条件の下で行い， Zeissler培 951.5，10倍稀釈が311.6，100倍稀釈が48.1であっ
地は教室常用の黄燐法をもって 5~7 日間嫌気培養 た。菌数計算によって非乾煉状態の豚小腸内容 1mg
を行った。そして糖入培地では 24時間後にー且観 当りの総菌数は，平均して好気培養が 38x103，嫌
察を行い， 48時間後における緊落についてその性 気培養が 72x103であった。好気培養の来落数に比
状による分類及び計数，更に夫々の代表的な緊落 して嫌気培養のそれが，豚畑虫の比率よりや L多く
から塗抹標本のf作乍製とご背普普:通寒天2科宇当}面培地への分離 な 
d
り{偏扇砕副』性l
を行い，分離した菌株は蒐集保存して，各種の検査 いるが，やはり通性嫌気性菌が優勢であると認認、めら
に供した。 EMB培地では， 24時問， 4却8時間後に れる。 
coligroupに属する来落について，計数及び肉眼 以上の成績から豚畑虫の腸内細菌数は，寄生局所
的観察によって区分をしたが，菌株の分離は行わな に於ける宿主豚の小腸内容細菌に数比べて，かなり
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少数しか存在しないと認められる。然らば，この関
係を個々の例について観察すると，豚蜘i虫及び夫々
その宿主豚の小腸の好気，嫌気両培養の来落数を，
各々他に比較して，多・中・小の三段階に分ち並記
して見ると第 3表の様になる。
この表に於て，第3例，第 13例，第22例は豚畑
虫腸内細菌数と，寄生局fYyの豚小腸内細菌数とは，
好気培養，嫌気培養の何れに於ても，全く E比例し
ていると認められる。即ち腸内高IH菌数の多し、豚に寄
生している豚畑虫の腸内細菌は他に比して多く，宿
主の腸内細菌が少なければ，畑虫のそれも少いとい
う関係である。叉第5例，第6例3 第 7例，第 10例，
第 12例，第 15例，第 16例，第 17例，第25例等に
於てら両者間にかなり相似た数的関係のあること
が見られる。然しその反面，第4例に於ては，畑虫
腸内細菌数が好気培養，嫌気培養共他の畑虫に比し
て多いのに，宿主豚の細菌数は他のそれに比して少
数であり，叉第 23例は第4例と具り，前者が少数
であり後者が多数Tあって，何れも全く相反した成
績を示している。即ちこの表の 25例を通覧して見
るに，約半数の例にては，両者聞に互に正比例する
相関々係が認められるが， 2，例にては全く逆の関係
であり，残る 11例にては不規則である。従って豚
蜘虫の腸内細菌数は，必ずしも寄生局所の宿主豚の
小腸内細菌数に関係があるとは断言出来得ない。
人畑虫についても，豚虫回虫と同様の実験を行い，
その各培地に於ける来落数を第4表に示した。菌数
計算によって畑虫腸内容 1mg当りの総菌数は平均
して好気培養は約 15000，嫌気培養は約 17500であ
った。武部氏によって，長時間飼養した畑虫の腸内
細菌は，新鮮畑虫のそれに比して増加する傾向のあ
ることが認められているが，この人畑虫の実験にて
は，虫回虫が排出されてから実験に供される迄に，長
いものでは 68時間も経過しており， この聞いろい
ろの条件で飼養されてし、たので、ある。従って総菌数
が豚姻虫に比して多いのはこの為であらうと J思われ
る。そこで個々の例について，細菌数を多・中・少
に，飼養時間を長・中・短に分けて対比して見ると
第 5表の如くであって，やはり傾向として飼養時間
の長いもの程総菌数の多いことが認められる。そし
て短時間飼養の人姻虫の細菌数は豚蜘虫の平均値と
大差がなく，人姻虫と豚虫回虫の細菌数に根本的な差
違はないものと忠われる。
向飼養時間と細菌数の関係については，豚畑虫を
使用して実験したが，成績は後述する。
宿主については，豚姻虫の如く寄生局所の腸内容
が得難い為に，糞便について実験を行ったが，その
緊落数を第6表に示した。総菌数は，非乾燥状態の'
糞便 1mgにつき，好気培養では46x10七嫌気培養
では 98xi04であった。姻虫の腸内細菌数に比し
で，極めて多数であり，且つ嫌気培養の来落数が多
く，偏性嫌気性菌の分布が多いことを示してし、る。
叉個々の例について，人姻虫の腸内細菌数と，各々
の宿主糞便の細菌数とを比較したが，その多寡は全
く無関係で、あった。
第 2節畑虫腸内菌叢の菌種分布について
第 1項菌種の分類について
前述の実験方法によって，豚畑虫，人畑虫の腸管
及び夫々の宿主の豚小腸内容，人糞便から分離し得-
た合計 1102株の全菌株について，各種の生物学的
性状検査によって，次の如く分類した。
好気培養 
( 1) coligrpup 
( 2) enterococcus group 
( 3) Lactobacillus acidophilus 
( 4) micrococcus group 
(5) Bacillus (B. subtilis group) 
(6) Endomycetaceae 
(7)その他の菌群

嫌気培養
 
A.偏性嫌気性菌 
(1) B. Fujikawa 1 
( 2) R peloton Imazu 
(3) Lactobacillus bifidus 
歪士 s=短。 0=多，ム=中， x-少。且... 
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第 6表 宿主人糞便培養来落数
材料
番号 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
20 
糞便性状 
軟黄不消化 
軟 買 
固 41'主 
軟黄褐 
軟黒褐 
軟黒褐 
軟寅不消化 
間)来初 
早大 担占 
軟緑褐 
国 褐 
固黒潟 
国灰褐 
不消化残澄 
軟黄褐 
固 字詰 
軟黄褐 
軟 f)，~ 
問責褐 
同寅褐 
採重取量 糖入培地好気培養 EMB培地好気培養
嫌Zeiss気les培培 地養
pH 
(mg) 原液 1 10倍 /100 原液 /10倍 1 1∞ 原液 lml100倍 
cxコ 2628 1035 143 亡沿 co 584 
6.4 I 28 cxコ 681 75 11720 540 64 Cわ 319 238 
6.4 35 780 420 16 54 43 2 880 554 162 
6.4 19 628 60 45 1 。 1 1560 158 79 
6.4 24 178 37 12 37 19 8 244 127 21 
6.6 42 1896 523 106 224 11 25 2590 250 66 
5.8 15 230 486 19 51 4 。cxコ 862 62 
6.2 42 Cわ 920 264 268 54 1 11580 1240 102 
6.0 48 。 2620 206 1892 529 121 仁Xコ 2030 330 
6.2 42 。 282 927 153 24 cxコ C幻
一 
532 
6.4 37 382 58 、 89 652 128 12 1028 159 103 
6.0 36 1052 353 18 280 113 20 2246 278 59 
6.2 26 667 29 82 423 68 8 00 303 19 
6.4 26 1520 329 27 6]0 55 17 cxコ 46 
6.4 35 1725 244 18 301 783 160 仁わ 132 56 
6.2 32 1475 186 33 1880 75 26 cxコ 仁Xコ 1125 
6.2 34 2450 337 28 1040 21 57 ]321 780 100 
6.4 22 172 43 10 36 75 4 978 148 63 
6.6 30 1484 105 12 686 57 。2440 896 46 
6.4 34 786 137 32 58 14 13 主コ 540 132 
2243.4)1038.8) 19叫叫1叫83.3)叫5 3/1.37.1/1526.29 1 (平均) 1 
(4) B. Fujikawa IV 
(5) Clostridium Welchii 
(6)その他の偏性嫌気性菌群 
B.通性嫌気性菌群 
(7) coligroup 
( 8) enterococcus group 
(9) Lactobacillus acidophilus 
(10) micrococcus group 
(11) Baci1us (B.subtilis grup) 
(12) Endornycetaceae 
(13)その他の通性嫌気性菌群
分類の方法としては，全菌株を揃えで各種検査を
同一に行うことは，菌株が相当多数である為にこれ
を省き，先ず球菌か樗菌か，グラム染色が陽性であ
るか陰性であるかによって大別しておいてから，そ
の各々につし、て菌形態と来落性状を考慮、しつ L 目
標を定めながら必要な検査を順次行い，菌種決定し
得た菌株を除き，最後に残った菌株をその他の菌群
として，一括詳細なる検索を行った。向 coli-group
はグラム陰性，無芽胞，通性嫌気性の中等大梓菌で
普通培地によく発育するとし、う条件で，広義に取扱
い，その細分はJ買を改めて後述する。以上の各菌群
の諸性状や， I司定の基準とした種々の検査方法等に
ついては，好気培養の各菌群，及び適性嫌気性の諸
菌群は，全て既知の菌ばかりであり，諮成書，主と
して Bergey (1948)に準拠したもので，敢て記載
を避け， {同性嫌気性菌の菌種決定の基準とした諸性
状のみを，簡単に述べる。 
1. B. Fujikawa 1 
(1-，0.6~O.8rl1グラム陰性の球梓菌で，通常形態
長さ 0.8~l.5μ であるがJ 非常に variabel であり，
極めて稀に長い菌糸を形態する。菌体は染色悪く両
端又は一端のみ濃染するものあり，時に芽胞を疑わ 
しめることがある。 2箇以との連鎖を作ることがな
し、。
緊落 Zeissler培地ーとに於ける嫌気培養所見
は，来落の大きさが不揃で 0.2~1.0 rnrnの円形で半
球状に隆起し，水滴様透明乃至帯白色，時に帯黄色
半透明である。
性状鞭毛y 閏有運動，爽膜，芽胞を認めず， .600C 
30分の加熱により完全に死慨する。溶血性なく，ガ事
ス発生せず，中性紅還元陽性，ラグムス午乳を赤~
-728- 千葉医学会雑誌 第 30巻
~~回し， Glucose，Lactose，Saccharoseを分解 いの 
L，特に Isodulcitを強く分解する。 5.Clostridium Welchii 
2. B.peloton Imazu 形態 グラム陽性の大梓菌で，巾 1.-.2μ，長さ 3
形態 グラム陽性の短惇菌で，巾 0.5~0.8μ，長さ ~10μ で，両端鈍円をなし，多くは単在，時に併列 
0.8~5.0 [J.であるが，菌形が極めて polymarphな する。
のが持徴である。葉巻型のものが最も多く，菌体の 来落 Zeissler培地上に嫌気培養で生ずる来落
一端叉は中央部に糸毛主体様膨大部を有するもの，屈 は，灰J特色，時に帯緑色を呈し，大きい類円形或は
曲するもの，或は単在するもの，長い連鎖を作るも 不整形で，表面粗槌で中央部が隆起する。培地に強
の等がある。 L、溶血を認める。
来落 Zeissler培地嫌気培養による来落は，直 性状鞭毛，固有運動を認めず，ラグムス牛乳に
径 1mm前後の正円形，二重輸をなして中央部隆起 定型的な sWrmischeGerinnungを起しガスを発
し，帯白色半透明で表面平滑である。 生する。 Gelatinを液化し，中性紅を還元するが，
性状鞭毛，回有運動，爽膜，芽胞を認めず， 1容 硫化水素， Indol共に陰性。 Glucose，Lactose， 
JlU.性なく，仁1'性紅還元陽性，硫化水素産生陽性，方、 Maltose，Saccharose，Ra伍noseを分解するが， 
スはtJ寺に発生するものがあるが弱し、。 Isodulcitを分解しなし、。
3. Lactobaci1us bifidus 第 2項豚畑虫に関する成績
形態 グラム陽性の梓菌で，大きさは通常巾な2 豚虫回虫腸内菌叢の各菌種別の分布状態は，第 7表 
~0.7 !1'，長さ 2.0~6.5μ で菌形は極めて特異的で， に示した。平均分布率について観察すると，糖入培
菌休の一部から分校を有するもの(分校型)，或は菌 地好気培養に於ては， coligroup最も多く， 47.18% 
休の一端が特に肥大して頭部をd思はせるもの(有頭 を占め，次いで enterococcusgroup 23.41%， L. 
型〉がある。連鎖を形成することなく，多〈は不姐 acidophilus 16.35%，で，この三者が主要細菌であ
貝IW::.密集する。 ると認められ，以下 Baci1lusが 7.24%，microc-
来落嫌気培養で Zeissler培地上に生ずる来落 occus groupが 3.37%，その他の菌群が 2.34%，
は全然出現しなかった。Endomycetaceae慣で)1の円形で透明度を欠き，灰褐色JE，1mmは，直径約 
時に白!去を持び，表面は平滑である。多くは培地を 出現率についても 全く同じ順序であるが Bacillus，y
Jj(褐色とするが明瞭なる溶血は示さない。来落は同 1TIicrococcus group" その他の菌群の 3種が，分
〆
くて時に釣菌時困難を感ずることがある。 布率に比べて，かなり高率に出現していることが見
性状鞭毛，I=;ttJ有運動，爽膜，芽胞を認めず臥溶 られ，これは少数づつながら相当広く存在している
血なく，ガスを発生せず，中性紅を還元しない。 ものと J思われる。個々の例において，最も多く分布 
4. B. Fujikawa IV C近似菌， B.tortuosus De- している度数は， 25例につき， coligroup 16でや 
bono) はり最も多く，次いで enterococcusgroup 5，L. 
形態 グラム陽性の梓菌で，大きさは巾約 0.5μ， acidophilus 3，Bacillus 1で、あった。
長さ 3.0~ß.O!1・で， rtJが殆んど一定均一で，不向性 Zeissler培地嫌気培養における成績は， 第 7表
や続れのないのを常とし，多くは連鎖を形成 L，糸 に見る如<， coligroupが分布率40.54%，出現率
の樋れた様な観を呈する。グラム染色は不安定で， 100%でやはり最も多く， enterococcus groupが
時に陰性のものが混在したり，或は全部が陰性と忠 分布率23.98%，出現率 96%，L.acidophilusが分
われる様な染り方をすることがある。 布率 13.18%，出現率 80%で，嫌気培養に於てもこ
来落 Zeissler培地上に嫌気培養で生ずる緊蕃 の三種が圧倒的に多いことが認められた。これに続
は， 0.5~3.0mm の直径を有し，円形であるが辺縁 いて， B.Fujikawa 1が分布率 6.69%，出現率 72
はや L不整，表面 mattで，帯白色半透明，蒋く扇 %， B. pelotonが分布率4.52%，出現率52%，L. 
平である。釣商に際してかなりの粘調度を有してい bifidusが分布率3.01%，出現率40%と，偏性嫌気
るζ とを知る。 性の三菌種が見られ，これらは分布率は低いが，出現
性状鞭毛，固有運動，芽胞を有せず，溶血性な 率は比較的高率である。以下 micrococcusgroup 
<，ガス発生せず，ラクムス牛乳に笈化を与えず， が分布率 2.26%，出現率24%，Bacillusが分布率 
Glucose，Lactose，Saccharoseを何れも分解しな 1.24%，出現率 24%，B. FujikawaIVが分布率 0.42
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%，出現率 12%，Endomycetaceaが分布率 0.04%， 他の菌群として，通性嫌気性のもの分布率 2.23%，
出現率 4%と続き，その他の菌群は，通性嫌気性の 出現率32%，偏性嫌気性のもの分布率1.92%，出現
もの分布率2.66%，出現率40%，偏性嫌気性のもの 率 16%を分類した。偏性嫌気性菌は合計して分布
分布率 1.62%，出現率 20%で、あった。即ち嫌気培 率 25.31%，出現率は 100%であり，やはり Bactc-
養に於ても， coligroupがその腸内菌叢の半数近く roidesが大部分を占め，その大半は B.Fujikawa 
を占めており， enterococcus group， L. acidop- 1であり， L. bifidus，B. pelotonが続いているo 
hilus及び偏性嫌気性の 3菌種が，残りの半数を分 次に，豚畑虫の腸内菌叢菌種分布状態を，宿主豚
ち他の菌種は傾く少数であった。偏性嫌気性菌は，の寄生局所に於けるそれと比較検討を加えて見る。
合計して分布率 16.25%，出現率92%はであり，そ 平均分布率について，畑虫に於ては coligroupを首
の内の大多数は無芽胞性梓菌，即ち Castellani及 位として， enterococcus group L.acidophilus， 
び Chalmersの所謂 Bacteroidesであり，その 更に嫌気性培養での B.Fujikawa 1， L. bifidus， 
1:1'1でも前述の如く ，B. Fujikawa 1，B. peloton B. pelotonの3種の Bacteroidesを加えた菌種 
Imazu，L.bifidusの3菌種が大部分を占めている
のが認められた。叉， L. acidophilus については 
その分布率の高低が顕著であるが，との所見は好気 
培養に於て一層著明であり，その平均分布率が 17.37
予告であるのに，最も分布率の高い第2例では 83.3%
であり，更に第 12例， 51.1%，第四例 51.9%と過
半数を占める例のある一方， 10例 (40%)では全く
出現していなし、。これはL.acidophilusがその性
質上培養条件に左右され易いことにもよると忠われ
るが，嫌気培養でも概ね一致して居る点からして，
これは個々の豚畑虫の個体差によるものと認められ
る。 
以上の豚畑虫夫々の宿主豚の寄生局所に於ける小
腸内菌叢の菌種別分布状態は第 8表に明示した。即
ち好気培養による分布状態を，平均値について見る
に， enterococcus groupが， 分布率39.19%，出
現率 100%で厳も多く， 以下 coligroupが分布率 
3l.88%，出現率 96%，B. acidophilus分布率 16.28
%，出現率 72%，Baci1us分布率 7.21%，出現率 
84%，micrococcus group分布率4.46%，出現率 
52%，Endomycetaceaeが最も少く分布率 0.10%，
出現率 4%であり，その他の菌群は分布率0.88%，
出現率 44%であった。
嫌気培養に於ても，やはり enterococcusgroup 
最も多く，分布率32.35%，出現率92%であり，以 
下 coligroup分布率25.83%，出現率 92%，B. Fu-
jikawa 1分布率 16.36%，出現率 80%，L. acido-
philus分布率8.90%，出現率 56%，L. bifidus分
布率4.50%，出現率 48%，Bacillus分布率3.11%， 
出現率40%，micrococcus group分布率 2.28%.
出現率28%，B. peloton 1.97%，出現率28%，B. 
Fujikawa百分布率 0.41%，出現率 12%，Cl.We-
lchii分布率 0.16%，出現率8%の!I買であり， その 
がその腸内菌叢の主体をなし，その他に microco・
c~us group，Bacillus，B. Fujikawa IV，Endom-
ycetaceae等の諸菌種が少数宛存在している のがl
認められた。これに対して宿主豚小腸に於ては，
enterococcus groupが最も多く， coligroup， 
B. Fujikawa 1，L.acidophilusを加えた 4菌種
が主要菌種であり， 以下好気培養では Bacillus， 
micrococcus groupが，嫌気培養ではL.bifidus， 
Baci1lus，micrococcus group，B.pelotonが夫
々僅少の震でこれに続いて存在していることが認め
られた。即ちこの両者聞に於ては，首位が coligroup
と enterococcusgroupが入替っていること，偏
性嫌気性菌が豚小腸の方が全体的に多く，就中 B.
Fujikawa 1が相当多く検出されるに反し， B. pe・ 
lotonが少いこと等の相違点が認められる。然し分
布率に若干の相違が認められるのみで，その主要菌
種は殆んど同一であり，両者の菌種分布は甚だ相似
たものと云うことが出来る。
次に個々の例について，両者の相関々係を観察し
て見る。第 7表と第8表を詳細に見ると，菌種の分
布状態が虫回虫或は豚のその例によって，かなりの個
体差のあることが認められる。之を夫々の組につい
て比較するのであるが，先ず好気培養に於て， coli-
groupと enterococcusgroupの数的関係，即ち
どちらが多いか少いか，或は同じ程度であるか，及
び L.acidophilusの分布状態，即ち多数検出され 
たか，少数で、あったか，或は全然検出されなかった 
かを基準にして見ると，両者が完全に一致するもの
25例中 8例， 一部一致を認められるもの 16例，全
く一致点の認められなかったものは第 15例 1例の
みであり，かなり高度に一致しているのが認められ 
る。叉畑虫に於て， 非常に個体差の見られた L 
acidophilusに関して， それが 50%以上の高率に
第 9表 人阻虫腸内菌叢菌種分布(%) . 
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1 64.9 27.0 2.7 5.4 8.0 72.0 8.0 12.0 
2 31.2 47.4 15.8 5.3 12.5 9.4 59.4 18.8 I 
3 100.0 2.1 86.3 8.4 3.2 
4 14.6 29.3 43.9 12.2 21.4 35.7 28.6 14.3 
5 29.6 8.5 59.6 1.4 0.7 22.4 18.8 4.7 34.1 20.0 
6 29.1 8.2 41.8 10.0 10.9 14.5 18.2 27.3 ー 38.2 1.8 
7 40.7 18.5 33.3 7.4 24.5 32.3 25.5 3.9 11.8 2.0 
8 31.4 7.8 56.9 2.0 2.0 3.3 20.0 70.0 6.7 
9 16.2 81.1 2.7 17.6 11.8 52.9 17.6 
10 60.9 6.8 12.2 12.2 8.1 16.1 58.1 19.4 6.5 
11 80.0 20.0 5.3 2.6 39.5 21.1 26.3 5.3 
12 80.2 14.7 0.9 4.3 3.4 12.7 15.3 43.2 12.7 12.7 
13 26.3 57.9 15.8 11.3 6.2 58.8 12.4 8.2 3.0 
14 95.2 4.8 13.6 20.2 1.7 1.7 25.4 13.6 22.0 1.7 
15 9.5 14.3 71.4 4.8 2.1 15.8 12.6 20.0 44.2 2.1 3.2 
16 72.7 15.2 9.1 3.0 23.1 7.7 44.9 17.9 6.4 
17 63.4 24.4 4;9 7.1 17.1 . 
18 30.8 10.8 49.2 4.6 1.5 3.1 13.8 6.9 8.6 I 13.8 48.3 8.6 
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検出された。第2例，第 12例，第 19例について
見ると， その夫々の宿主の腸内からも高度に L. 
addophilusが認められており，この点に於ても，
両者の相関々係が特異的であると推定される。嫌気 
培養に於ても，これ程著明ではないが，個々の例に
於て，相反する菌種分布よりも，相似た分布を示す
例の方が，遥かに多いことが認められる。
第 3項人自国虫に関する成績 
人姻虫の腸管培養による菌種の分布状態は， 第 9 
表に示した所であるが，その平均値について観察す 
ると，糖入培地好気培養にては coligroupが 51.80
%の分布率を示し，出現率は 100%で断然首位，次 
し、で L.acidophilusが，分布率22.04%，出現率65
%， enterococcus groupが分布率 15.75%，出現 
率 65%でこの三者が主要細菌群であり， 以下 mi-
B.Fujikawa 1，B.peloten，L.bifidus及び極
く少数の B.Fujikawa IVや，その他の菌群として
グラム陽性偏性嫌気性球菌2株を検出し得.た。
夫々の人畑虫に於ける宿主の人糞便菌叢の，菌種
分布は第 10表に明かであるが，その平均値につい
て見るに，好気培養に於ては， coligroup分布率
51.52%，出現率 100%，enterococcus-group分布
率 27.76%，出現率100%，L. acidophilus分布率
12.58%，出現率55%，micrococcus group分布率
4.74%，出現率 65%，•Baci1lus分布率1.33%，出現
率 40%，Endomycetaceae分布率0.44%，出現率
10%，その他の菌群，分布率1.63%，出現率45%で
あった。嫌気培養に於ては， B. peloton分布率
25.42%，出現率95%，L.bifidus分布率 19.28%，
出現率95%， B. Fujikawa 1分布率19.23%，日I 
crococcus groupが，分布率5.03%，出現率 55%， 現率 100%，enterococcus group分布率 10.71%， 
Baci1usが分布率3.32%，出現率55%，その他の菌 出現率90%，coligro叩分布率 10.10%，出現率85
群が分布率 2.05%，出現率40%となっている。%， L，acidophilus分布率8.02%，出現率 50%， 
Zeissler培地嫌気培養による成績は，やはり B. Fujikawa IV分布率 2.08%，出現率 30%，mi-
1.C，30%，出現率32%分布率1.crococcus group100%，出現率41.78%最も多く，分布率coligroup
で，以下 enterococcusgroup分布率16.85%，出 Welchii分布率0.71%，出現率10%，Baci1us分
現率80%，L.acidophilus分布率 12.64%，出現率 布率 0.25%，出現率 10%，その他の通性嫌気性菌群 
50%，B.Fujikawa 1分布率 10.92%，出現率80%， 分布率1. 67%，出現率35%，その他の偏性嫌気性菌 
B.peloton分布率7.91%，出現率60%と何れも出
現率50%以上で重要菌種たるととを示しており，
その他L. bi自dus分布率2.36%，出現率30%， 
micrococcus group分布率2.11%，出現率 15%， 
Bacil1us分布率0.21%，出現率 10%，B. Fujikawa 
百分布率0.09%，出現率 5%，その他の菌群が，適
性嫌気性のもの，分布率 3.47%，出現率 65%，偏性
嫌気性のもの，分布率 1.70%，出現率 10%となっ
ている。 
L.acidophilusは， こLでも分布率が甚だ不足
で， 菌種分布の首位を占めること好気培養に於て 5
例 (25%)，嫌気培養に於て 3例(15%)，叉首位以
外でも相当高い分布率を示す例が多いのに，出現率
は好気培養で 65%，嫌気培養では 50%とかなりの 
低率を見ている。叉 enterococcusgroupとL. 
acidophilusの順位が好気培養と嫌気培養で 2位と 
3{立が逆になっているが，これは好気培養に於てL. 
acidophilusが第5例，第6例，第7例，第 8例，
第 15例，第四例で高率に検出された為に，平均分
布率が高まったのである。
偏性嫌気性菌は，合計して分布率22.98%，出現率 
100%で，その殆んど全部が Bacteroidesであり，
群，分布率1.22%，出現率25%であり，偏性嫌気
性菌の合計は，分布率67.94%であった。その他の
菌群としでグラム陽性偏性嫌気性球菌2株， グラム
陰性偏性嫌気性球菌 1株を認めた。、
人蜘虫の腸内菌叢の菌種分布を，宿主糞便菌叢の
それと比較してみると，平均分布率は好気培養に於
て， L. acidophilusが人姻虫に多<， enterococcus 
groupが人糞{更にや L多く，その順位が逆になって
いる相違があるが，概して酷似した菌種分布と認め
得るο然し嫌気性培養に於ては， i司性嫌気性菌が人
蜘虫で合計 22.98%であるのに対して， 人糞便では 
67.94%と圧倒的に多数を示しており， 適性嫌気性
の coligroup，enterococcus group，L. acidop-
hilusの分布状態もかなりの相違のあるのが認めら
れたο
個々の例について比較してみても，大局的に云っ
て，有意の相関々係は認め難し、。これは宿主の検査
材料が寄生局所の小腸内容でなくて，糞イ更であるこ
とに依るものと思考される。
第 4項 豚畑虫と人虫回虫の腸内菌叢の比較
総菌数に於ては，両者に相当の相違が認められた
が，その菌種分布については，大体類似した成績と
第 10表 宿主人糞便菌叢菌種分布(%) -a
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認め得る。然L好気培養に於てよ豚虫回虫が entero-
coccus group 23.41%， L.acidophilus 16.35%で 
あるのに対して， 人畑虫では夫々 15.75%，22.04% 
と逆の関係にあること，豚刺虫に於て.Baci1lusが
比較的多数検出されたこと。叉，嫌気培養にては，
人畑虫に偏性嫌気性菌，就中B.Fujikawa工がや
L多〈検出されたこと等の相差点が認められた。
第 3節 coligroupについて 
豚畑虫，人畑虫の何れに於ても，その腸内細菌の内
で最も多数を占め，主要細菌と思われる coligroup 
について，特に詳細に検討を加えた。即ち実験当初
夫々の実験材料を好気，嫌気の分離培養を行うと同 
時に，同ーの材料につし、て， EMB培地に培養して
coligroupの大略の分布状態の観察を行うと同時 
に，その大別をなし叉好気，嫌気の分離培養より分
離し得た菌株の内，前記条件の下で広義の coligro-
upと大別し得た全菌株について， Parrの lmvic
test，及び各種の糖分解試験，その他の生物学的性
状検査によって分類を試みた。
第 1項 EMB培地による観察 
EMB培地は， coligroupの撰訳培地としてその
分離に使用されるが，糖入培地と同一条件で，同ー
の検査材料をこれに培養することにより，材料中の 
coligroupの大i略の分布状態を知り得ると同時に， 
coligroupの各型の来落性状が異る為に，肉眼的に
簡単に菌型を分類し，夫々の分布状態を知ること
が出来る。実験開始に当つては， Escherichia と
Aerobacterもその来落所見によって劃別と鑑別す
る方針で、あったが， EMB培地が，その調製方法の
微妙な H~速によって来落の色調に安動を起し易く，
又中間的な性状を示す来落がかなり多数に見られる
ので，詳細なる分類は次項の各菌株についての検査
に譲り，何れの培地にでも判然と識別し得た下記四
型の緊落と，その他の来落を加えた五型に分け，各 
々について計数を行った。
即ち豚畑虫腸管及びその夫々の寄生局所に於ける
宿主豚の小腸内容，人畑虫腸管及び宿主たる人の糞 
{更について， EMB培地に 48時間好気培養を行い，
24時間， 48時間の二度の観察により次の如き成績
を 得た。， 
EMB培地に生じた来落数は，夫々第1表・第2
表・第4表・第6表に示じたが，表に明かな通り，
各々同一稀釈における糖入培地好気培養の総緊落数
の約半数であって，これは先に述べた各菌麗の分布
状態に於ける co1igroupの分布の割合と概ね一致
してしる。 
EMB培地上に生ずる緊落の性状は， coligroup 
に属するとJ思われるものについて，次の五型に区別
することが出来る。
工型反射光線にて中心部紫藍色，周辺部淡紅色
で，隆起は概ね扇平であって，特有の金属様の光沢 
を有するもの。
E型 工型と同様の形状，色調で、あって，金属様
の光沢を有しないもの。
m型反射光線で淡紅色又は白色を呈L，隆起は
周平で光沢の少いもの。
IV型 反射光線で桃色を呈L，光沢と隆j包の著明
なもの。 
V型以上の何れの型とも異り，然も菌型，グラ
ム染色，或はそれ以上の検査によって， coligroup 
に属すると思われるもの。 
以上の分類方法によって，各検査材料にづき各型 
の来落の平均分布状態を，第 11表に示した。
第 11表	 EMB培地による各型来落
平均分布率 C%) 
11型In型1m型!日[v型
。豚豚人寄生小蜘畑局腸所内界虫内} 25.58 56.88 2.81 10.76 3.97 31.63 55.47 5.55 7.35 
18.92 
宿主人糞便 
51.98 8.21 17.63 '3.31 
48.57 41.41 3.13 6.77 0.13 
即ちE型最も多引く，次いで工型，百塑， m型の)1慎 
序で，その他の菌型群たるV型が最も少かった。但
し人糞{更に於てのみ王型がE型よりも多数に分布し
ているのが認められた。 EMB培地については，以
上の各型の分布状態の観察に止め，個々について菌
株を分離Lて追及を行わなかったが，従来の文献
に依れば， 1型， n型の大部分と E型の一部は，
Escherichiaであるとされている。従って， この
成績から見て，何れの材料に於ても， Escherichia 
が圧倒的多数に分布しているものと認められる。然
L，豚阻虫及び人畑虫の腸管からは，夫々の宿主の
小腸内容や， 糞便からよりも多数の Escherichia 
以外の菌型の coliが検出された。これは殊に，人
R(回虫とその宿主の糞便に於て著明であった。 
第 2項分離菌株に於ける coligroupの分類
糖入培地好気培養及び Zeissler培地嫌気培養に
よって分離し得た総菌株 1.102株中， coligroupと
して大別した 309株について lmvictestを始め，
更に各種糖分解試験やその他の生物学的性状検査を
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第 12表 Coligroupの分類(各菌の菌株数及び%)
{豚畑虫!豚小腸 l人畑虫!人糞便 
Escherichia coli 48 (56.5) 
Escherichia freundii 6 ( 7.1) 
18 (21.2) Aerobacter aerogenes 
A. aerogenes類似菌 。 
Aerobacter cloacae 
Bethesda-Bal1
0 
erap group 2( 2.4) 
Arizona group 1 ( 1.2) 
Proteus vulgaris 3( 3.5) 
Proteus rettgeri 5( 5.9) 
Proteus mirabi1lis 2 ( 2.4) 
行って，その分類を決定した。この菌株は，蒐集全 
菌株の内から，通性嫌気性， グラム陰性の無芽胞中 
等大の梓菌で，普通培地に良く発育する菌株を撰ん
だもので，所謂腸内細菌 Enter叫 )acteriaceaeの
総称である0>菌株の内訳は， 309株中豚畑虫腸管か 
ら検出されたもの 85株，宿主豚小腸内容から検出
されたもの 89株，人畑虫腸管から検出されたもの
77株，人糞便より分離されたもの 58株で、あった。
大腸菌群の菌型分類は，従来種々試みられた所で
あるが，その性状甚だ復雑であり，明確な分類は非
常に困難とされてしる。近時， F. Kau旺mannを
中心とする北欧学派によって， 0.K. H の3麗の
antigenによる抗原分析の新しい様式が樹立された
が，完全に分類を行うには極めて多数の血清を必
要とするので，著者は， Kau旺mannも未だ重視し
ている Imvictestを基本として，各種糖分解能，
その他の生物学的性状を調べ，主として Bergey
(1948)の記載に則って分類を行い，その結果は第
12表に示した。 
表に見る通り， Escherichia coliが何れの材料 
にでも，過半数を占めており，殊に人糞便に多L、の
が認められた。更にこ与に属する菌株は，分離時の
菜落数の多いものばかりであるので，分布状態に於
ては， coligroupの実に大多数は， Escherichia 
coliで、あった。この内庶糖分解性は，分解菌 72菌 
株，非分解菌 129菌株であった。次いで， Aeroba-
cter aerogenesが計 55株検出されたが，他にA.
aerogenes vこ甚だ酷似してし、るが Methylred反
応陽性のもの 1株， Aerobacter clojlcaeが 1株
見出された。更に，従来 Paracolibaci1lenと称せ
られていたものの内， Bethesda-Ballerap group 
に属すると思われるもの計 10株， Arizona group 
に属すると思われるもの 1株を検出した。叉， Pro-
54 (60.7) 51 (66.3) 48(82.8) 

2( 2.3) 1 ( 1.3) 
 0 

16(18.0) 6(10.3)
。 15 (19.5) 1 ( 1.3) 。。 0 

3 ( 3.4) 3 ( 3.9) 2 ( 3.5) 

1 ( 1.1) 
。 O 0 

2( 2.3) 1 ( 1.3) 1 ( 1.7) 

3乙 。1.7)
8 ( 9.0) 3 ( 3.4) 3.92( 2.6) 1 ( 
teus groupが計31株あったが，・この内 P.vulga: 
risは定型的拡散状の来落形成を見たもので、あった
が， P. rettgeri，P. mirabil1isは何れも限局性，
即ち 0型の来落を形成したものであった。 Klebsi-
el1a，Salmonel1a，Shigella等は 1株も検出され
なかった。
以上の各菌型についても，豚姻虫と宿主豚の小腸 
内容とは，密接な関連性を示し，各々から一致する
共通の菌型を，多数の例に於主検出し得た。
第 5節蜘虫の飼養時間と腸内細菌数の関係につ
いて
先にも述べた様に，姻虫を飼養液中に長時間飼養 
すると，腸内志向菌数が増加する傾向が見られたの
で，これを確認する為に， 偶々  10隻以上の多数の
寄生を見た豚畑虫 2例，人姻虫 1例につし、て検索を
行った。
前述の実験に於ける豚畑虫第 16例は， 同一宿主 
豚に 14隻寄生してし、たものの内の 1隻であり，第 
23例は 10隻寄生の 1隻であり，叉人姻虫では，第
13例は同時に 13隻排出したものの内の 1隻であつ
た。これ等の例について，採取当日実験を行った
後，残りの自由虫を減菌生理的食塩水に飼養してお
を，第 1回の実験の後， 24時間， 48時間， 3日目，
5日目， 7日目に夫々 2隻宛，但し豚畑虫 B例では， 
5日目と 7日目は 1隻づつを採出して， 同ーの方法
で糖入培地好気培養，及び Zeissler培地嫌気培養 
を行った。向飼養に際しては，最初に虫体外表を誠 
菌生理的食塩水でよく洗瀧した後p 微温減菌生理的
食塩水中に入れ， 370C瞬卵器に収め，毎日飼養液
を取替えた。全例とも 7日目迄生存し，や L運動の
鈍くなったものを認めたが，実験に際して全て生存
を確認した。実験の結果， 原液， 10倍稀釈液， 100 
倍稀釈液の 3枚の培地に生じた総来落数から原液に
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ついての平均来落数を換算し，更に各々 2隻宛，そ
の平均値を求めて第 13表に示した。
第 13表飼養時間と蜘虫腸管培蓑来落数 
| 124時|必時 I<;)r-t1=1-I 
本実験|間後|問後 13日目 5日目 17日目 1 
588.2 I 262.5 
122.2 ¥1位 7.4 
426.71 889.7 
表に明・かな通り，やはり飼養時間の増す毎に，蜘
虫の腸内細菌数は増加を示している。例数が少し、の
で増加の割合が不定で，増加率は判然としなし、が，
飼養3日目位で新鮮蜘虫の大略 2倍に達し，以後も
漸次増加するものと J思われる。倫その聞に於ける菌
種分布の愛化も追求したが，緊落所見及び鏡検によ
る判定では，特に菱化は認められず，新鮮時の分布
状態のま Lで増加するもので，特定の菌種のみが増
殖するのではないと思考される。
第 5章総括及'(f考察
豚姻虫 25例，人畑虫 20例につし、て， D易管の好気
及び嫌気培養を行い，腸内細菌の検索を行った。蜘
虫の腸内志向菌の総菌数は，採坂後実験迄3時間.tJ，、内
と限定した豚姻虫で、は，平板法による菌数計算によ
って腸管内容 1mgにつき好気培養では平均6000，
嫌気培義では 9000であり，飼養時間が， 3時間以上
68時間に及んだ人姻虫では同じく好気培養では平
均 15000，嫌気培養では 17500であり， 且飼蓑・時間
に略々比例Lて菌数の多いことが認められた。これ
に対して夫々の宿主では，豚の寄生局所の小腸内符
は 1mg当り好気培養では平均38x103，嫌気培養
に於ては 72x103であり，人の糞便では甚だ多く，
好気培養:46x10九j嫌気培養 98x104で、あって， 姻
虫の腸内細菌数は，，宿主の糞{更は勿論，寄生局所
の小腸内容の細菌数よりも少数であることが認めら
れた。叉個々の例について観察したが，豚畑虫の腸
内細菌数と宿主小腸内細菌数とは，必ずしも数的関
係があるとは云えず，人自回虫と人糞便のそれとは殆
んど関連性が見ら，れなかった。
虫回虫の腸内菌叢を形成する菌種の分布状態は，豚
姻虫と人姻虫に於いて大差なく，共に coligroup， 
enterococcus group，L.acidophilus及び B. 
Fujikawa 1，B.peloton，L. bifidusの3Bakt・ 
eroidesや， micrococcus group，Bacil1us (主と
して， B.subtilis)等が主要菌撞であり，イ也に極く
少数宛， Endomycetaceae，B. Fujikawa IV，そ
の他の菌種が検出された。最も多く分布しているの
は， coligroupであり， その大部分は， Escheric-
hia coliで、あり， f也に E.freundii，Aerobacter 
aerりgenes，A. cloacae，Bethesda-Ballerap gro-
up，Arizona group，Proteus vulgaris，P.-rett-
geri，P. mirabi1lisの諸菌が検出された。{同性嫌
気性菌は， 約 20%の分布率を示L，その大部分は
前記の様な所謂 Bacteroidesで、あった。
そして各豚胴虫夫々の寄生局所に於ける豚小腸内
容も，畑虫の腸内菌叢と非常に相似先菌種分布であ
ることが認められたが，人自国虫の宿主の人糞{更に於
ては，その菌種は共通であるが，各菌種の分布状態
に相当の差違が認められ，殊に偏性糞気性菌の多い
のが見られた。即ち畑虫はその宿主の寄生部{立にお
ける腸内菌叢と，同ーの菌種，菌型の細菌を，殆ん
ど同様の分布状態で有しているものと認められる
が，宿主の糞便とは，その分布状態が異ってし、る。
これ等の関係を按ずるに，畑虫はその生活環境か
ら推して，その食餌としては(1)宿主の食餌 (2)
腸内の細菌酵母等の微生物 (3)宿主の血液 (4)腸
壁の組織・分泌物の内の何れかに依っていること
は，充分に推定し得る所である。その内，宿主の血
液については，種々論議されているが，畑虫が特に
積極的に宿主の腸壁粘膜を破って，その血液を吸娯
して栄養源、としているとは考えられず，寧ろ，畑虫 
は食餌摂取に際して非撰択的であるとし、う実験が裏
付けしている様に，宿主の腸内容を，腸内の微生物
や少量の粘液，粘膜組織と共に摂取しているものと
思われる。然し畑虫の消化管は，他の訪j物が体長の
何倍もの長さを有しているのに比して，甚だ短く，
且細<，今回の実験所見によれば，その内容も非常
に少量であって，従て摂取する食餌の最も叉極く少
量であると思われ，従来畑虫の病害作用の一つに，
栄養物の奪取とし、う事が云われていたが，余程多数
の寄生がない限り，その為に陣;碍が起るとは思考し
難い。叉姻虫の消化器管が簡単であることは，その
栄養素の消化吸収過程も叉簡単であると思われる。
然し先人の研究によって，虫回虫の消化管から多数の
消化酵素が証明されており，少くとも宿主の消化中
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途の腸内容を摂取して，そのまふ自己の腸管で吸収 上，その菌謹が同一であることは，当然首肯される
するのでほなく，自己の吸収に便なる様に，自己の 所であるが，その総菌数において相当の差違が認め
消化酵素によって消化の継続を行っているものと思 られたことは，やはり宿主の腸内容が，そのま与の
われる。即ち姐虫の栄養摂取については，宿主に多 状態で姻虫の腸内を流通しているのではなく，宿主
分に従属的ではあるが，やはり一個の生物として白、腸内容中の細菌が， 蜘虫自体の腸内菌叢として，
主的な機能を有していると認められる。先述の如く
本実験によって，蜘虫の腸内相菌は菌種も分布状態 
も寄生局所の宿主小腸内細菌に酷似しているが，そ
の数は一致せず，一般に宿主腸内容よりも少し、こと
が見られた。畑虫が宿主の腸内容を摂取している以
第 6章結
畑虫の腸管から出される何等かの物質によって，
controlされてし、るものと想像される。滅菌飼養液
中に飼養した姻虫で，反ってその腸内細菌数が増加
することは，飼養によって腸管の不全を起して，そ
の謂節が乱れる為によるのではなかろうか。
論 
1)豚姻虫の腸内細菌は， 寄生局所における宿主の腸内細菌と!略々同様の菌極分布を認める
が，数的には必ずしも一致せず，一般に寄生局所の細菌数よりも少数であるO 
2)人姻虫の腸内細菌は， 宿主の糞便細菌と菌種は略々同様であるが， その分布状態は必ず
しも平行せず，-数は(宿主糞便細菌数に比して)極めて少数である O 
3)刺虫の腸内細菌の菌種は coligroupが最も多く， enterococcusgroup，L.acidophilus 
及び Bacteroidesgroup之につぎ， BaciIlus，micrococcus group等も認、めた。 
4) coligroupは， Escherichia coliがその大部分を占めるが，他に Aerobacter，E. fre・ 
undii，Bethesda-Ballerap group，Arizona group，Proteusが在在した。 
5)偏佐嫌気性菌は比較的少し その大部分は Bacteroides iであり，主な菌種は B.Fuji帽 
kawa 1，B. Peloton，L.bifidusである。 
6)姻虫の腸内細菌は，姻虫を飼養した場合，飼養日数に略々比例して，その菌数が増加するO
摺筆するに臨み，御懇篤なる御指導と，御校閲の労を賜った恩師谷川教授に深甚なる感謝を捧
げる。向種々有益な御助言，御助力を得た田波助教授，藤原講師始め教室員各位fこ深謝する。
本論文の要旨は，第24回日本寄生虫学会総会に於て発表した。
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